
     
 

 
 

ご
挨
拶 

中
京
支
部
会
長 

荒
木 

啓
治
朗 

  

中
京
支
部
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
暮
ら
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
、
会
長
就
任
挨
拶
を
す
る
予
定
で

し
た
が
、
総
会
直
前
に
体
調
を
崩
し
、
恥
ず
か
し
い
話
で
す

が
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
中
で
し
た
。
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス｢

玉

田
」
殿
を
迎
え
て
の
記
念
総
会
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

に
と
て
も
残
念
で
し
た
。 

 

改
め
ま
し
て
、
十
四
回
卒
業
の
荒
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
歴

代
の
会
長
さ
ん
は
、
任
期
中
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
私
に
、
こ
の
大
任
を
全
う
出
来
る
と
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
幸
い
心
や
さ
し
い
幹
事
の
方
が｢

心
配
す
る

な
。
全
員
で
後
押
し
す
る
か
ら
。
」
と
の
こ
と
で
、
役
員
総

会
で
推
挙
さ
れ
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
受
け
た

以
上
、
三
十
年
の
輝
か
し
い
歴
史
の
あ
る
中
京
支
部
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う 

ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。
昨
年
、
関
東
支
部
総
会
で
、

福
島
在
住
で
第
十
五
回
卒
業
、 

 

｢

松
尾
弘
美
」
さ
ん
の
、 

避
難
生
活
で
、
先
行
き 

不
安
と
精
神
的
な
疲
労 

状
況
の
ご
報
告
を
お
聞

き
し
た
時
、
涙
は
出
て
も
言
葉
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

当
に
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
は
良
い
年
に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
中
京

支
部
の
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
で
、
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー

ン
で
気
品
の
高
い
演
奏
で
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
い
た｢

原

田
照
明
」
幹
事
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
次
期
の
中
京
支

部
を
背
負
っ
て
い
か
れ
る
方
だ
っ
た
だ
け
に
、
役
員
一
同

大
変
落
胆
致
し
ま
し
た
。
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
と
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
部
同
窓
会
を
は
じ
め
、
各
支
部
と
も
会
員
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
面
は
、
現
在
の
参
加
者
は
維
持
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
一
度
、
皆
様
の
会
員
掘
り

起
こ
し
の
頑
張
り
を
期
待
致
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
中
京

支
部
の
宝
で
あ
り
ま
す｢

な
で
し
こ
高
女
」
の
皆
様
の
益
々

の
ご
清
栄
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。 

第
三
十
一
回
総
会
は
、
六
月
十
日
開
催
致
し
ま
す
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
教
育
者
で
登
山
家
の｢

光
岡
守
士｣

氏

の
講
演
で
す
。｢

十
代
田｣

教
授
と
日
本
体
育
大
学
の
同
窓

生
で
あ
ら
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は｢
山
の
神
秘
に
魅
せ
ら
れ

て
」
で
す
。
大
変
楽
し
く
な
る 

お
話
が
聞
け
る
と
思
い

ま
す
。 

本
日
は
、
一
回
／
年
の
名
古
屋
天
高
祭
り
で
す
。
最
後

ま
で
語
り
、
飲
ん
で
楽
し
い
一
日
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
来
年
の
再
開
を
約
束
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
 

講師紹介：光岡
みつおか

守士
も り し

 氏 『山の神秘に魅せられて』 

光岡氏は愛知県豊田市出身で地元の小・中・高を卒業し、昭和３９年３月日本体育大学を卒業された。卒

業後は愛知県立高等学校教諭として３８年間にわたり奉職されました。 

教員生活では、高校ラグビー部監督として生徒指導に情熱を注がれ、高校ラグビー界の名監督として名声

を馳せられた。ラグビーの合宿地として有名な長野県の菅平に、生徒の合宿研修の館として部員全員が宿泊

できるログハウスを建設し「常に生徒と共に生きる」を信条とする彼の熱血指導は、ラグビー界でも有名で

ある。現在も愛知県ラグビー協会の役員として活躍されている。 

退職後は雪山への美の追求が、日本の山に飽き足らず世界の山に挑戦することになり、２００２年カナデ

ィアンロッキー・トレッキング４０日間に挑戦し、世界 No.１のエベレストに夢を抱き２００６年以降７回

にわたり延べ２２０日間「山の神秘に魅せられて」挑戦し、今なおネパールの人々との交流に魅かれながら

５０００mの自然に自分の身をおくことの神秘に今までにないものを体感していると云う。７０歳の青春を

謳歌している。               （日体大同級生：天高１２回卒 十代田 光俊） 
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ご
あ
い
さ
つ 

熊
本
県
立
天
草
高
等
学
校
校
長 

橋
本 

和
夫 

 

同
窓
会
中
京
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
一
年
間
物

心
両
面
に
渡
り
、
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
の
卒
業
生
二
百
六
十
二
名
は
、
校
訓

｢

正
大
・
剛
健
・
寛
厚
」
を
胸
に
、
大
き
な
希
望
と
夢
を
抱

い
て
、
こ
の
学
舎
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

こ
の
年
度
の
卒
業
生
は
、
ま
さ
し
く
文
武
両
道
で
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
運
動
部
で
は
、
あ
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
三
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
し
、
文
化
部
で
は
、
吹
奏
楽
部
が
県
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
十
六
年
振
り
の
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

学
習
面
で
は
、
熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
に
現
役
合
格
す

る
な
ど
、
着
実
な
成
果
を
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

時
代
の
波
に
打
ち
克
っ
て
い
く
卒
業
生
の
た
め
に
、
次
の

三
つ
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
①
広
い
視
野
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
で
あ
れ
②
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
人
で
あ
れ
③
郷
土
『
天
草
』
を
愛
し
、
祖
国
『
日
本
』
を

誇
れ
る
人
で
あ
れ
。 

こ
れ
か
ら
の
、
同
窓
会
中
京
支
部
の

益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

（(

年
、
一
月
十
六
日
か
ら
の
修
学
旅
行
は
、
飛
騨

高
山
へ
の
ス
キ
ー
合
宿
「
宝
生
閣
」
で
し
た
。
） 

 

 

中
京
支
部
第
三
十
一
回
総
会
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
西
支
部
会
長 

葦
原 

設
二 

 

昨
年
か
ら
の
こ
こ
一
年
間
は
、
東
日
本
大
震
災
に
始
ま

り
、
そ
れ
に
よ
る
福
島
第
二
原
発
事
故
、
昨
夏
の
近
畿(

和

歌
山
・
奈
良
・
三
重
）
を
襲
っ
た
大
水
害
と
自
然
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
悲
惨
な
年
で
し
た
。 

中
京
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
創
立
三
十
年
を

終
わ
ら
れ
、
又
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
総
会
へ
と
進
ん
で
行

か
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

(

故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
）
と
云
い
ま
す
が
、
報

道
を
見
る
度
、
今
ま
さ
に
、
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
同
郷
の
仲
間
が
い
て
こ
そ
想
う

こ
と
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

毎
年
、
私
た
ち
も
高
齢
化
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
故
郷

の
同
窓
で
学
ん
だ
仲
間
達
と
の
集
ま
り
は
続
け
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
特
に
、
中
京
支
部
は
歴
史
の
あ

る
家
族
的
な
楽
し
い
雰
囲
気
の
総
会
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。
ど
こ
の
支
部
で
も
こ
れ
か
ら

人
集
め
も
大
変
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
若
い
後
輩
達

へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

ど
う
か
、
一
人
一
人
の
皆
さ
ん
が
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
を
誘
い
あ
っ
て
、
元
気
を
確
か
め
る
盛
大
な
中
京

支
部
総
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

関
東
支
部
会
長 

松
尾
和
幸 

天
高
同
窓
会
中
京
支
部
の
皆
様
、
初
め
て
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日｢

関
東
あ
ま
た
か

会｣

の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
三
期
六
年
間
会
長
を
務
め
ま

し
た
平
田
俊
清
先
輩(

十
回
生)

が
勇
退
さ
れ
、
第
九
代
会
長

を
拝
命
し
ま
し
た
松
尾
和
幸
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
天
高
十
六
回(

昭
和
三
十
九
年
卒
業
）
で
、

苓
北
町
富
岡
出
身
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
、
防
衛
大
学
校
へ

入
校
し
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て
四
十
五
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

熊
本
の
総
監
部
で
勤
務
中
に
、
雲
仙
普
賢
岳
災
害
派
遣
及
び

風
倒
木
災
害
派
遣
に
出
動
し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
時
は
東
京
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
へ
災
害
派
遣
に
出
動
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
は
今
で
も
克
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

災
害
派
遣
に
出
動
す
る
度
に
、
自
然
の
力
は
絶
大
で
、
人
間

の
力
は
小
さ
い
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
続
け
て
い
ま
す
。 

私
の
自
己
紹
介
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
中
京
支
部
の
今
後
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

中
京
支
部
同
窓
会
の
ご
案
内
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私
松
尾
は
出
席
で
き
な
い

こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。
関
東
あ
ま
た
か
会
の
会
長
代
理
と

し
て
幹
事
長
の
原
田
幸
徳(

十
四
回
生
）
を
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
原
田
幸
徳
は
、
中
京
支
部 

荒
木
啓
治
朗
会
長

と
ご
同
期
で
す
の
で
、
お
話
が
弾
む
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
草
々 
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三
十
周
年
を
終
え
て 

“
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ 

う
な
ぎ
で 

乾
杯
” 

野
島 

道
枝 

 

去
る
六
月
十
二
日
、
天
草
高
等
学
校
同
窓

会
中
京
支
部
会
は
、
三
十
周
年
総
会
を
無
事

に
終
え
た
。
奇
し
く
も
、
我
が
同
僚
の
金
子

至
氏
が
会
長
に
就
任
し
た
体
調
の
悪
い
の

を
押
し
て
の
二
年
間
で
あ
り
、
奥
さ
ま

共
々
、
大
変
心
配
な
現
状
で
あ
っ
た
に
も
拘

ら
ず
、
金
子
さ
ん
は
、
最
後
ま
で
立
派
に
成

し
遂
げ
た
。 

十
三
回
生
、
皆
は
、
出
来
る
限
り
の
協
力

で
支
え
あ
っ
た
。
終
わ
っ
た
時
に
は
、
心
底
、

ホ
ッ
と
し
た
。 

二
次
会
の
時
、
金
子
会
長
の
慰
労
会
を

十
三
回
生
で
や
ろ
う
と
即
決
し
た
。
浜
松
在

住
の
同
級
生
の
骨
折
り
で
、
七
月
十
七
日
に

浜
松
名
物
の
う
な
ぎ
で
乾
杯
す
る
こ
と
に

な
り
、
当
日
十
一
時
に
弁
天
島
駅
に
集
合

し
、
炎
天
下
の
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
を

皆
で
散
策
し
た
。 

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
木
々
や
花
々
に
驚
き
、
歓

喜
の
声
を
あ
げ
て
目
を
見
張
っ
た
。
熱
中
症

予
防
に
、
帽
子
・
日
傘
・
飲
み
物
を
片
手
に
、

広
い
広
い
公
園
を
ぐ
る
り
と
歩
い
た
。
汗

が
、
顔
・
体
中
か
ら
流
れ
落
ち
た
。
此
ん
な

に
汗
か
い
て
歩
い
た
の
は
久
し
い
こ
と
で 

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
皆｢

う
な
ぎ
が
待
っ
て

い
て
い
る
」
と
、
痛
い
足
腰
に
む
ち
打
っ
て
、

花
に
誘
わ
れ
て
歩
い
た
。 

午
後
二
時
、
最
寄
り
の
料
亭
で
、｢

う
な
ぎ
」

で
乾
杯
し
、
金
子
さ
ん
が
立
派
に
や
り
と
げ
て

く
れ
た
こ
と
を
称
賛
し
ね
ぎ
ら
っ
た
。
ビ
ー

ル
・
う
な
ぎ
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
上

無
し
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
比
の
十
三
回
生
の
集
い
が
な
ん
と

楽
し
か
っ
た
こ
と
。
今
後
も
、
ず
ー
っ
と
付
き

合
っ
て
い
く
仲
間
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
秋

に
又
会
お
う
と
決
ま
っ
た
。 

仲
間
も
居
て
、
ど
こ
へ
決
ま
る
か
。
次
の
逢

瀬
に
夢
馳
せ
て
、
親
睦
を
よ
り
深
め
て
い
き
た

い
。 

 

※
天
高
卒 

未
来
永
劫 
座 

輝
や
き 
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原
田 

照
明
様(

高 
 
)

を
偲
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

和
美(

高 
 
) 

   

原
田
照
明
様
と
は
、
名
古
屋
市
音
楽
研

究
会
で
ご
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。
中
京
支
部
会
で
、
お

互
い
に
天
高
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
奥
様
・
お
じ
ょ
う
さ
ま
と
も
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
京
支
部

第
二
十
八
回
大
会(

平
方
良
介
会
長)

の

と
き
に
、｢

よ
か
よ
か
ト
ー
ン
ズ｣

を
照
明

様
、
お
じ
ょ
う
さ
ま
、
井
戸
武
洋
様(

十

六
回)

、
私
の
４
人
で
結
成
し
、
歌
や
演

奏
を
会
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
第
三
十
回
記
念
大
会(

金
子
泰
孝

大
会
実
行
委
員
長･

金
子
至
会
長)

の
時

に
、
ボ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
ダ
ー

玉
田
元
康
様(

五
回
）
の
伴
奏
を
照
明
様

と
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
照
明

様
は
教
職
時
代
、
教
え
子
の
中
学
生
達
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

さ
せ
る
快
挙
を
さ
れ
、
名
古
屋
市
の
優
良

教
員
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
伝
書
鳩
を
レ
ー
ス
で
入
賞
さ
せ

る
と
い
う
見
事
な
功
績
も
残
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

そ
の
原
田
照
明
様
が
ご
病
気
で
、
ま
っ

白
い
雪
が
積
も
っ
た
二
月
一
日
、
六
十
二

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
通
夜

で
の
照
明
様
の
ご
遺
影
は
、
お
名
前
の
通

り
明
る
い
笑
顔
で
、
私
た
ち
を
見
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

 

原
田
照
明
様
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
と

演
奏
と
穏
や
か
な
お
人
柄
は
、
い
つ
ま
で

も
私
た
ち
の
心
に
生
き
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 
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｢創立３０周年記念大会｣記録より 

 

 

  

 

  

原
田 

照
明
様
（
高
二
十
）
を
偲
ん
で 

 
 
 
 
 

吉
田 

和
美
（
高
十
七
） 

 



 

十
代
田
先
生
の 

愛
知
県
教
育
表
彰
・
体
育
功
労
賞
を
祝
し
て 

松
田 

信
孝(

高
十
六) 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
の
朝
刊

に
、
十
代
田
光
俊
先
生
が
、
愛
知
県
教
育
表

彰
・
体
育
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
小
生
に
と

っ
て
の
大
学
の
先
輩
で
も
あ
り
、
兄
弟
以
上

の
関
係
で
、
高
等
学
校
赴
任
以
後
も
、
公
私

と
も
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
記
事
を
読

ん
で
大
き
な
喜
び
と
感
激
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 こ

の｢

体
育
功
労
賞｣

と
は
、
愛
知
県
内
で

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の

中
で
、
特
に
、
功
績
の
有
っ
た
指
導
者
が
受

賞
す
る
権
威
の
あ
る
賞
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

四
十
八
年
間
の
先
生
の
実
績
を
鑑
み
れ
ば
、

当
然
の
結
果
だ
と
納
得
で
き
、
心
か
ら｢

お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
申
し
あ
げ
ま

す
。 こ

こ
に
、
先
生
の
業
績
と
人
柄
を
紹
介
し

ま
す
。 

一
．
高
校
教
諭
時
代
に
は
、
体
操
部
顧
問
と

し
て
、
全
国
大
会
一
位
と
三
位
の
選
手
を

育
成
さ
れ
て
い
る
。 

二
．
大
学
教
授
時
代
に
は
、
ゴ
ル
フ
部
顧
問

と
し
て
、
全
国
大
学
選
手
権
団
体
優
勝
や 

多
く
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
育
成
さ
れ

て
い
る
。 

三
．
社
会
活
動
で
は
、
長
年
に
亘
り
、
愛
知

県
体
操
協
会
の
理
事
長
や
東
海
体
操
協

会
の
理
事
長
・
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
体
操

や
新
体
操
の
国
際
大
会
運
営
委
員
長
と

し
て
尽
力
さ
れ
て
い
る
。 

四
．
先
生
は
、
人
望
が
厚
く
、
ど
ん
な
役
職

も
お
引
き
受
け
に
な
り
、
労
を
惜
し
ま
な

い
と
こ
ろ
が
多
く
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ

て
い
る
。 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍

さ
れ
、
か
つ
協
会
役
員
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と

が
受
賞
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

是
非
と
も
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し

て
の
、
国
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。 
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ホテル全景 
  

 



 

 

ご 

挨 

拶 

 
 

 
 

 

同
窓
会
本
部
会
長 

海
江
田 

雅
靖(

高
八) 

 
 

今
日
も
鶯
が
綺
麗
な
声
で
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
あ
の
声
を

聞
い
て
い
る
と
心
が
洗
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
故
郷
・
天
草
は
平
穏
な
日
が
続
い
て
い
ま
す
。 

  

中
京
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
、
結
成
三
十
年
の

節
目
を
迎
え
ら
れ
、
今
年
か
ら
、
又
、
新
し
い
支
部
活
動
を

始
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
昨
年
出
席
し
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
総
会
を
開
催
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
親
睦
を
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。 

 

私
達
同
窓
会
も
会
員
相
互
の
交
誼
を
願
う
こ
と
を
目
的

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
し
、
親
睦
を

図
る
た
め
に
は
、
会
員
名
簿
の
充
実
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
諸
般
の
事
情
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
名
簿
を
発
行
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
経
過
等
に
つ
い
て
は
会
報
「
図
南
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

中
京
支
部
会
員
の
皆
様 

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お 

祈
り
し
、
私
の
挨
拶
と
し 

ま
す
。 

◇
事
務
局
長 

：
松
下 

正
志
（
（
高
十
八
） 

◆
事
務
局 

：
寺
崎
成
彦
（
高
十
八
） 

 

天
草
の
民
話
「
四
匹
の
大
蛇
」 

天
草
下
島
に
は
四
つ
の
大
池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
民
話
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
四
つ
の
大
池
は
、「
富
岡
の
袋
池
・
男
」「
枦
宇

土
道
目
木
の
池
尾
池
・
女
」「
大
江
須
賀
牟
田
の
お
万
が
池
・
女
」

「
牛
深
魚
貫
の
池
田
池
・
男
」
で
す
。 

 

牛
深
魚
貫
の
池
田
池
に
は
、
男
の
大
蛇
が
住
ん
で
い
て
、
山
を

越
え
て
大
江
の
お
万
が
池
の
女
大
蛇
の
元
の
毎
夜
通
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
途
中
の
鋭
い
岩
角
で
腹
を
す
り
む
く
の
で
血
が
流
れ
、

そ
の
血
が
池
に
流
れ
込
ん
だ
た
め
、
ハ
ス
の
根(

蓮
根)

が
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
蛇
の
化
身
が
人
間
の

若
衆
に
化
け
た
姿
を
、
村
人
に
言
い
ふ
ら
し
た
池
田
部
落
の
男
は

め
く
ら
に
な
り
、
妻
は
気
が
狂
い
、
二
人
の
子
ど
も
も
「
か
た
わ

者
」
と
な
り
、
つ
い
に
四
人
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

一
方
、
大
江
の
お
万
が
池
は
、
昔
、
こ
こ
で
大
船
を
作
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
海
に
出
す
際
、
び
く
と
も
動
か
な
く
な
り
船
大
工

達
は
「
ど
が
ん
し
よ
か
」
と
悩
み
ま
す
。
そ
こ
で
、
頭
が｢

お
っ

が
、
娘
ば
人
柱
に
立
つ
っ
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
、
村
一
番
の
器
量

良
し
で
あ
っ
た
、
娘
の 

お
ま
ん 

が
人
柱
に
立
つ
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
造
船
場
の
あ
る
池
に
穴
を
掘
り
、
柱
に
く
く
ら
れ
た

ま
ま
の 

お
ま
ん 

が
、
足
を
伸
ば
し
た
ま
ま
埋
め
ら
れ
ま
し

た
。
す
る
と
、
み
る
み
る
汐
が
溢
れ
、
大
船
は
海
に
繰
り
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の 

お
ま
ん 
の
魂
が
池
に
鎮
ま
り
大

蛇
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

池
田
池
の
男
大
蛇
は
、
暴
風
雨
に
紛
れ
て
、
大
江
小
町
の
お
ま

ん
の
も
と
に
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
が
、
大
蛇
の
通
っ
た
後
は
植

え
た
稲
の
苗
も
さ
つ
ま
い
も
の
畑
も
、
み
ん
な
沼
の
よ
う
に
ど
ろ 

 

ど
ろ
に
流
さ
れ
て
作
物
が
で
き
な
く
な
り
、
飢
饉
が
続
い

た
の
で
す
。
あ
る
日
、
高
僧
が
池
田
を
訪
れ
た
際
、
「
日

輪
様
の
お
力
を
借
り
て
、
大
蛇
の
道
を
断
ち
切
る
し
か
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
刻
ん
だ
日
輪
を

唐
干
田
に｢

切
石
様｣

と
し
て
建
立
し
被
害
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
か
ら
、
海
に
異
変
が
起
こ
り
始

め
ま
し
た
。｢

こ
が
ん
こ
と
は
な
か
っ
た
。
池
田
ん 

大

蛇
が
遠
見
岳
の
沖
ば
通
っ
て
大
江
に
行
く
と
じ
ゃ
ろ
か｣

と
噂
し
始
め
ま
し
た
。
漁
師
た
ち
は
、
長
山
の
浦
に
日
輪

を
刻
み
、
こ
れ
を
三
日
月
瀬
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
以
降
、
男
大
蛇
は
、
池
田
池
に
封
じ
込
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
女
や
も
め
と
な
っ
た｢

池

尾
池｣

の
女
大
蛇
が
、
子
大
蛇
を
引
き
連
れ
て
、｢

池
田
池
」

に
引
越
し
男
大
蛇
と
末
永
く
暮
ら
し
た
そ
う
で
す
。 

井
戸
選
定
１
９
７
４
「
日
本
の
民
話 

 

長
崎
・
天
草
編
ほ
る
ぷ
出
版
」
よ
り
福
田
編
集 

         
(

ど
ち
ら
の
池
も
、
一
七
九
二
年
五
月
二
十
一
の

｢

雲
仙
眉
山
崩
壊
＝
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
に
よ
る

巨
大
津
波
に
よ
り
押
し
寄
せ
た
海
底
レ
キ
で
せ
き

止
め
ら
れ
た
、
塩
水
池
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。） 
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大江 お万が池 

魚貫 池田池 

羊角湾 

こ
う
ぎ 

 



 
中
京
支
部
創
立
三
十
周
年 

記
念
大
会
を
終
え
て 

金
子
泰
孝(

高
一) 

昨
年
六
月
十
二
日
中
京
支
部
三
十
周
年

記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
玉
田
氏

(

高
五
）
に
出
演
頂
き
、
そ
の
歌
声
に
一
同

魅
了
さ
れ
感
動
に
満
ち
た
大
会
で
し
た
。
会

場
に
溢
れ
た
緊
張
感
と
高
揚
感
に
、
ふ
と
支

部
創
立
時
の
雰
囲
気
に
似
た
も
の
を
感
じ
、

初
心
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

大
会
後
、
多
く
の
方
か
ら
お
手
紙
を
頂
き

ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
一
部(

抜
粋
）
な

が
ら
、
当
日
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
、

大
会
の
報
告
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

          

玉
田
氏
よ
り 

先
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
上
、
早
速
懇
切
な
ご
書
状
と
当
日
の
写
真

恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
大
会
に
お
呼

び
い
た
だ
き
、
果
た
し
て
少
し
は
お
役
に
立

て
た
の
か
心
も
と
な
い
気
が
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
書
状
の
過
分
の
賛
辞
、
単
純
な
男

ゆ
え
額
面
通
り
に
受
け
止
め
少
し
は
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。 

吉
田
さ
ん
・
原
田
さ
ん
に
は
多
忙
な
中
、

練
習
を
重
ね
て
頂
き
、
当
日
、
つ
た
な
い
歌

を
盛
り
立
て
て
下
さ
っ
た
こ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

金
子
様
の
お
計
ら
い
で
、
天
五
回
生
と
同

席
さ
せ
て
頂
き
、
懐
か
し
い
話
に
華
が
咲
き

ま
し
た
。
新
旧
会
長
様
始
め
、
皆
々
様
に
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

中
京
支
部
会
員
の
方
々 

三
十
周
年
記
念
の
支
部
総
会
で
は
、
お
世
話
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。
節
目
の
大
会
と
し
て
、
玉
田
氏
を
お
招

き
し
て
盛
会
の
内
に
終
了
で
き
ま
し
た
の
は
、
偏
に
金

子
先
輩
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
し
て
お
り

ま
す
。
故
松
田
先
輩
と
と
も
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

中
京
支
部
を
立
ち
上
げ
て
頂
き
、
以
来
、
三
十
年
間
、

毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
、
ま
さ
に
歴
史
が
創
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
中
京
支
部
の
末
席
を
汚
し
た
一
人
と
し
て

感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
(

高
九) 

本
日
は
、
三
十
周
年
記
念
写
真
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
当
日
の
こ
と
、
改
め
て
楽
し
く
思
い
出
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
長
と
し
て
の
役
目
、
立
派
に
果
た
さ

れ
さ
す
が
と
敬
服
い
た
し
ま
す
。
天
国
で
松
田
様
や
弟

（
金
子
泰
彦
氏
）
も
「
さ
す
が
や
る
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
」

と
噂
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

(

高
女) 

こ
の
度
の
三
十
周
年
記
念
大
会
は
立
派
な
大
会
で

し
た
。
一
流
歌
手
の
歌
を
近
く
で
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
は

め
っ
た
に
な
く
、
良
い
機
会
を
作
っ
て
下
さ
り
、
幸
せ

な
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
予
算
が
少
な
い

中
で
総
括
者
と
し
て
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
(

高
十
三) 

早
い
も
の
で
す
ね
。
創
立
三
十
周
年
。
毎
年
楽
し
み

に
し
て
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
、
普
段
聞

け
な
い
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
玉
田
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
歌
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
同
窓

会
で
し
た
。
倉
敷
に
転
居
し
、
少
々
遠
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
だ
け
出
席
し
た
い
と
思
っ
て

お

お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

高
九) 

玉
田
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
歌
に
魅
せ
ら
れ
、
未
だ
に
そ
の

余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
当
日
の
写
真
を
見
て
、
あ
の
日
の

感
動
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
合
唱
し
た
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
口

ず
さ
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
(

高
十
五) 

三
十
周
年
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
玉
田
様
の
「
歌
で
ふ
れ
あ

っ
た
半
世
紀
」
は
、
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
我
々

同
窓
の
記
憶
に
残
り
、
ま
た
、
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

お
盆
に
は
帰
省
の
予
定
で
す
。
頂
い
た
写
真
を
、
天
高
の
玉

田
様
と
同
級
生
の
姉
に
見
せ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
喜
ぶ
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

高
十
三) 

実
行
委
員
会
の
方
々
の
長
期
に
亘
る
綿
密
な
事
前
準
備
と

当
日
の
見
事
な
連
携
に
よ
り
、
大
変
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
つ
く
っ
て
頂
い
た
こ
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

京
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
は
、
会
員
に
深
い
感
銘
を

与
え
、
印
象
に
残
る
大
会
で
し
た
。
ま
さ
に｢

中
京
支
部
の
新

し
い
一
ペ
ー
ジ
」
を
作
っ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
(

高
十
二) 

記
念
大
会
は
感
無
量
で
し
た
。
友
達
に
も
盛
大
な
同
窓
会

だ
っ
た
と
自
慢
で
き
ま
す
。
玉
田
さ
ん
の
歌
を
聞
き
、
何
だ

か
命
が
延
び
た
様
な
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。
天
草
の
同
級
生

の
方
々
に
も
中
京
支
部
の
こ
と
、
お
便
り
し
ま
し
た
。（
高
女
） 

こ
の
度
は
、
創
立
三
十
周
年
の
写
真
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
皆
様
に
お
会
い
し
て
元
気
を
頂
き
ま

し
た
。
名
古
屋
時
代
は
小
生
に
と
り
ま
し
て
も
想
い
出
多
い

も
の
が
あ
り
、
中
京
支
部
の
毎
年
の
大
会
も
そ
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
い
つ
か
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

(

天
草
在
住 

高
五) 
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「
欠
席
者
の
言
葉
」 

小
浦 
堅
一
郎
さ
ん
（
中
三
十
二
）
残
念
な
が
ら
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

川
崎 

伸
明
さ
ん
（
中
三
十
五
）
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
皆
様
の
ご
健

康
と
中
京
支
部
の
発
展
と
成
功
を
祈
り
ま
す
。 

矢
島 

静
子
さ
ん
（
高
女
二
十
九
）
老
体
に
な
り
欠
席
で
す
。
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

坂
本 

忠
男
（
併
一
）
毎
年
六
月
九
，
十
日
は
弁
天
祭
り
（
天
王
祭

り
）
で
す
。
残
念
な
が
ら
…
で
す
。 

佐
藤 

守
さ
ん
（
高
一
）
高
齢
に
な
り
、
足
腰
不
自
由
と
な
り
ま
し

た
の
で
残
念
乍
ら
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
の
ご
盛
会

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

宮
崎 

美
達
さ
ん
（
高
一
）
脳
梗
塞
で
入
院
と
退
院
を
く
り
か
え
し

て
い
ま
す
。 

金
澤 

孝
一
さ
ん
（
高
一
）
体
調
不
良
の
故
、
欠
席
し
ま
す
。
皆
様

に
よ
ろ
し
く
。 

上
川 

規
子
さ
ん
（
高
三
）
病
気
で
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
の
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
欠
席
致
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

よ
ろ
し
く
。 

梶
田 

恵
光
さ
ん
（
高
六
）
職
業
柄
（
土
）
（
日
）
は
体
が
空
い
て

い
ま
せ
ん
。
出
た
い
気
持
ち
は
い
っ
ぱ
い
で
す
が
…
。 

岡
崎 

睦
朗
さ
ん
（
定
七
）
体
調
不
良
の
た
め
欠
席
で
す
・
永
い
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
て
支
部
会
よ
り
脱
会
届
と
し
ま

す
。 

前
田 

幸
保
さ
ん
（
高
九
）
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
欠
席
で
す
。 

清
水 

恵
子
さ
ん
（
高
十
一
）
皆
様
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。
毎
日
が
あ
ま
り
に
早
く
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
驚
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
楽
し
い
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
！ 

 

白
木 

真
弓
美
さ
ん
（
高
十
二
）
体
調
不
良
の
た
め
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。 

井
上 

敏
子
（
高
十
三
）
皆
様
に
は
ご
無
沙
汰
い
た
し
て
い

ま
す
が
六
月
十
日
に
は
熊
本
へ
兄
の
三
回
忌
で
帰
っ
て
い

ま
す
の
で
欠
席
い
た
し
ま
す
。 

横
山
憲
子
さ
ん
（
高
十
三
）
今
回
は
ち
ょ
う
ど
東
京
行
き

と
重
な
り
出
席
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
来
年
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

下
世 

稔
子
さ
ん
（
高
十
四
）
い
つ
も
い
つ
も
欠
席
で
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
苦
労
様
で
す
。
又
お
会
い
出
来
ま
す
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

加
藤 

邦
子
さ
ん
（
高
十
五
）
事
務
局
の
方
に
は
色
々
ご
案
内
の

お
便
り
な
ど
お
世
話
様
で
す
。
今
年
は
尾
張
旭
市
で
民
踊
の
発
表

会
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
に
出
ま
す
の
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

会
の
ご
盛
況
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

鈴
谷 

政
城
さ
ん
（
高
十
五
）
今
年
は
妻
の
同
窓
会
と
い
っ
し
ょ

に
な
り
、
行
か
せ
た
い
（
別
の
会
）
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

原
田 

俊
郎
さ
ん
（
高
十
六
）
日
程
が
調
整
で
き
ず
欠
席
し
ま
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

池
崎 

英
輔
さ
ん
（
高
十
六
）
私
用
が
あ
り
ま
す
の
で
欠
席
い
た

し
ま
す
。 

佐
野
木 

良
一
さ
ん
（
高
十
七
）
田
舎
暮
ら
し
で
「
炭
や
き
」
野

菜
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
に
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
案
内
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

恒
川 

文
代
さ
ん
（
高
十
七
）
昨
秋
は
五
年
ぶ
り
に
天
草
へ
帰
郷

し
ま
し
た
。
同
窓
会
に
は
家
事
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

辻
田 

一
成
さ
ん
（
高
十
九
）
い
つ
も
ご
案
内
頂
き
な
が

ら
出
席
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
野 

澄
香
さ
ん
（
高
二
十
二
）
い
つ
も
お
世
話
し
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

田
口 

功
さ
ん
（
Ｓ
四
十
五
年
卒
）
北
海
道
に
異
動
が
あ

り
ま
し
て
帰
る
機
会
が
あ
ま
り
な
く
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
欠
席
い
た
し
ま
す
。 

田
中 

美
千
代
さ
ん
（
高
二
十
三
）
仕
事
の
た
め
出
席
で

き
ま
せ
ん
。 

波
多
野 

寛
さ
ん
（
高
二
十
三
）
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
今
年
も
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
来
年
こ
そ
は
出
席
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
腰
を
直
し
て
体
を
鍛
え
て
出
直

し
ま
す
。 

榊
原 

時
子
さ
ん
（
高
二
十
四
）
毎
年
連
絡
を
い
た
だ
き

な
が
ら
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
他
に
予
定
が
入
っ
て
い

ま
す
の
で
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

金
子 

洋
子
さ
ん
（
高
三
十
八
回
）
い
つ
も
ご
案
内
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
育
て
も
終
わ
り
、
五

十
歳
を
目
の
前
に
し
て
、
主
人
と
一
緒
に
仕
事
が
し
た
く

な
り
こ
の
春
か
ら
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
専
門
学
校

へ
通
っ
て
い
ま
す
！ 
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欠席の連絡を

受けた方の分類
（29名分)

お仕事
・家　事
・別行事
など
(59%)

※S20終戦後の
併設中学廃止
以降の方が多い

(定年前)

転勤(3%)

ケガ・
体調不良

など
(38%)

※S16開戦前卒
の方が多い



ご
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

 

年
会
費
納
入
の
お
礼 

 

第
三
十
回
総
会
の
昨
年
は
、
総
勢
七
十
八
名
の

方
か
ら
年
会
費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。(

参
加
者
五

十
九
名
、
欠
席
者
十
九
名
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ば
お
一
人
お
ひ
と
り
に
お
礼
の
言
葉

を
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
報
誌
の

紙
面
を
借
り
ま
し
て
役
員
一
同
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
中
京
支
部
の
運
営
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た

め
に
も
、
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

 
 ✿

広
く
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募
り
ま
す
✿ 

 

ふ
と
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
か
ら
の
寄
稿
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

諸
々
の
事
情
で
参
加
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
「
天

草
の
こ
こ
ろ
」
を
お
持
ち
な
の
は
誰
で
も
同
じ
で

す
。
忘
れ
か
け
て
い
た
あ
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
、

｢

そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
る
の
」
な
ど
新
し
い
発
見
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

学
年
同
窓
会
や
家
族
の
話
題
、
会
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
年
中
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
左
記
へ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  

宛
先
；
中
京
支
部
会
事
務
局 

原
田
登 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
五
六
八
‐
八
三
‐
二
二
九
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ
と
同
じ 

 

 
    

こ
の
た
び
飛
翔
第
十
四
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
印
刷
、
製
本
の

外
部
委
託
を
改
め
ま
し
て
、
寄
稿
の
お
願
い

か
ら
製
本
ま
で
文
字
ど
お
り
手
作
り
で
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
国
の
す
べ
て
が
縮
小
し
て

い
く
傾
向
に
あ
っ
て
、
世
情
に
即
応
し
た
こ

と
を
や
れ
た
か
な
？
と
い
う
思
い
で
す
。 

こ
の
原
動
力
は
役
員
幹
事
の
福
田
さ
ん

（
高
二
八
回
卒
）
の
存
在
な
し
で
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。
同
時
に
編

集
ス
タ
ッ
フ
、
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
々
、
母
校
の
先
生
方
他
多
く
の
方
々
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
て
編
集
後
記
と
い

た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長:

原
田 

登 

 

 

編 

集 

後

記 

 

 

原
田
照
明 

様
（
支
部
会
幹
事
長 

事

務
局
次
長 

高
二
十
回
卒 

愛
知
県
瀬
戸

市
在
住
） 

二
〇
一
二
年
二
月
一
日 

六
二
才
で
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。 

毎
年
懇
親
会
の
場
で
、
特
に
音
楽
の
方
で

雰
囲
気
を
演
出
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
当
支

部
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

此
処
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

訃

報 
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飛翔 しろうくん 

 

関西支部 葦原 設二会長殿 橋本 和夫校長殿 

 
 

三十周年実行委員長  
 金子 泰孝 様 

 

関東支部 松尾 和幸会長殿 

 

 

「創立 30 周年記念 玉田さんを囲んで」 


